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ひとと、みどりと、住民自治と。　  葉山町議会議員  畑中ゆき子

　あけまして　おめでとうございます
　昨年はオリンピック、パラリンピック開催
の年でした。選手たちの不断の努力の一端
が垣間見られ、感動に包まれた時間を過ご
すことができました。
　ただ、「まさか」と思うことの多かった一
年でもありました。
　葉山では、細川前町議会議員の覚せい剤
所持による逮捕をテレビの放映を見て知り、
唖然としました。その後も町民の納得の行
く経過、結果が得られず、不満の残る年に
なりました。薬物使用は重大な犯罪である
と同時に病気です。治療に専念し、回復す
ることを願っています。
　イギリスでは、国民投票でEU離脱が決定

しました。
　アメリカでは、公職経験の全くないトラン
プ氏が次期大統領に選出されました。
　お隣韓国では、朴大統領の弾劾訴追案が
可決され、権限即日停止し、しばらく政治
の混迷が続きそうです。
　日本にとって「外交」がキーポイントに
なる年かも知れません。
　今年は皆さまにとってどんな年でしょう
か。幸せをたくさん感じられる一年でありま
すように、お祈り申し上げます。
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迎春
今年もよろしくお願いいたします

葉山町総合防災訓練　避難所開設〜宿泊〜実践型訓練を実施

訓練に参加して
　今年度の葉山町総合防災訓練は一色小学
校で、実施されました。宿泊訓練を伴い、
体育館での避難所の開設・運営を町内会を
主体に行い、校庭では、ペット同伴やテン
トを張っての宿泊体験など多岐にわたるも
のでした。トイレ用の水をプールからバケツ
リレーしたり、停電を想定して発電機の明
かりで作業したり、より実態に近いものに
なったと感じました。
　約300人の参加があったとのことですが、
より多くの町民の方が参加していただけた
ら良いと思います。

　町長は、「訓練結果は、今後の防災対策に
反映させるため検証しているところですが、
当日実施した参加者のアンケートでは、多く
の方から参加してよかったとの意見やコメ
ントをいただきました。現在、検証作業を
行っており、そのまとめやアンケート結果を
もとに、災害時の防災対策や次回の訓練に
向けて改善に役立てるものと考えていま
す。」と述べられました。
　今回の訓練で、災害規模が大きいほど町
外在住の職員は参集に困難が想定されるこ
とから、避難所周辺の地域在住の職員が多
く参加する必要があるのではと感じました。

学校給食センター建設
予定地の調査始まる

　建設予定地を葉山中学校の法面として、
9月議会では、造成に必要な測量・地質調査・
設計業務の経費3,320万円を補正予算対応と
しました。
　その内、測量調査委託と地質調査業務委
託の事業者が決まり、報告がありました。
　今後、平成30〜31年度の給食の供用開始
を目指して工事を進めることになります。
　かなり急な斜面の造成の上、中学校の校
地の中ですから、通学の危険や授業の妨げ
にならないよう、細心の注意が必要なこと
は言うまでもありません。

燃えるごみ 
逗子市と共同焼却処理へ

共同処理負担金として
　12月議会に、逗子市の焼却処理施設で葉
山町の可燃ごみの処理を始めるにあたり、
逗子市がすでに行った、施設の改良工事に
要した経費について葉山町のごみ量に応じ
た負担分として当面の2ヶ月分463万 2千円
が補正予算に計上されました。
　現時点での、処理単価はこれまで、民間
委託していた単価とほとんど変わりがあり
ません。しかし、10回もの協議を重ねた結
果であり、今後、さまざまな分野での共同
や協力が想定されるところでもあります。
　葉山町として、将来に渡り、継続的・安
定的なごみ処理の計画が望まれます。
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細川慎一前議員の申し立て　棄却！
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畑中ゆき子
葉山町議会議員

いつも住民とともにをモットーに
いごこちのいい、街づくりをめざす。

３月議会のお知らせ
　 ２月１４日（火）に開会予定です。
　予算総括質問・一般質問があります。
　�日程を確認の上、どうぞ傍聴にお出か
けください。

町政に関するご相談は

tel & fax 875-9125

１２月議会の一般質問より　畑中ゆき子議員の報告

まちづくり条例の見直し
　葉山町まちづくり条例は制定から13年
以上が経過しており、昨年度には規則の見
直しも行いました。
　町長は先の選挙時のパンフレットに、小
規模環境影響評価の研究をしたいと書かれ
ており、私の ２年前の質問に対しても、「環
境影響評価をまちづくり条例に入れるとい
うような新たな手法を取り入れることは十
分可能だと思うので、各課の調査をかけて
いる段階なので、その結果を踏まえた上で
慎重に時代に即した方法を改めて模索して
いきたい」と答弁されました。
　環境アセスメントの手法を取り入れるの
は難しいことではありますが、今後町を
守っていく上で必要なことと考えます。

原子力艦災害の影響は
　国はようやく原子力艦の災害対策マニュ
アルの一部を改定し、緊急事態の判断基準
を、毎時 ５マイクロシーベルト以上に引き
下げました。しかし、住民の避難範囲は原
発が ５キロ圏内を避難区域としているのに
対し、1キロ範囲を避難、3キロ範囲を屋
内待避としており、その差は大きくかけ離
れたものとなっています。
　情報が乏しい中、葉山町でもできること
は万が一に備えて、まず、町民への啓発と
広報、絶対に必要なことは避難などの計画
をつくり、それを少なくとも机上で訓練す
ることだと思います。
　「専門家の担当者レベルで机上訓練をや
り、それをもとに庁内で研修、訓練を進め
ていこうと考えている」とのことです。

知事の審決は「棄却」！
　細川前議員は、葉山町議会が決定した、
除名処分を不服として、神奈川県知事に対
し、審決の申請を行いました。そのため、
県知事は、新たに 3名の自治紛争処理委員
を任命し、意見を求めました。
　そして、意見書を受けた知事の審決は、
細川前議員の申請に対し、これを「棄却す
る」というものでした。
　葉山町議会の弁明が認められ、細川前議
員の除名処分が確定しました。しかし、制
度上、6ヶ月以内に審決の取り消し、ある
いは除名処分の取り消しを求めて、それぞ
れ神奈川県あるいは葉山町議会を訴えるこ

とが出来るので、まだ、全てが終わったと
はいえません。

公職の責務・公選の重み
　 ２ 月に細川前議員が覚せい剤取締法違
反の容疑で逮捕されてから、10ヶ月もの月
日が過ぎてしまいました。５月には懲役 1
年 6 ヶ月執行猶予 3 年の有罪判決を受け
ながら、なぜ自ら辞職しなかったのか。犯
した罪の重さ、深さの自覚がないとしか考
えられません。深く反省し、更生の道を歩
んでほしいと思います。
　選挙で選ばれたものの責任の重さ、1票
の投票の重さを考えずにはいられません。

“簡易な環境アセスメントの導入について”
出典：東京都市大学教授　田中　章（2０１６）

三浦半島断層群の 
危険度ランクはＳ

　国の地震調査委員会が主要活断層帯の危
険度ランクで、三浦半島断層群の武山断層
帯と衣笠・北武断層帯が最高ランクのＳに
分類されたことが公表されました。
　 ４月に発生した熊本地震では、断層帯上
の家屋はことごとく崩壊した映像が断層帯
の危険性を物語っています。
　活断層の危険性は周知のことですが、土
砂災害危険区域の例のように、実際にそこ
に関係する住民の方に対しては、情報公開
や周知などを図る必要があると思います。
　総務部長は土砂災害を含め、機会を捉え
て周知し、安全を確保できるような措置を
とっていきたいと答弁されました。


